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配向状態と光学組織
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分子配向と温度依存性（固体表面）
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温度に依存した配向の変化現象
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配向変化の発現条件を検討するために、
 種々のホスト液晶を用いて1*との混合液

 晶を調製し、その配向状態を検討する。

③

 
3

Cr 75 SmC 115 N 159.7 Iso

1*

CH2

CH2

O

O

N

N

N

N

C10H21

C10H21



液晶相観察

アセトンで洗浄したプレパラートに試料を乗せ、さら
 にその上にカバーガラスを乗せて観察した。

プレパラート
MATSUNAMI MICRO SLIDE GLASS
Thickness 0.8-1.0mm
Pre-Cleaned 76 X 26mm
白縁磨No.1

カバーガラス
MATSUNAMI MICRO COVER GLASS
Thickness 0.12-0.17mm
18 X 18mm

試料



結果結果

①ZLI-1132の場合

配向の変化は見られなかった。
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② 2の場合
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(N*,垂直)擬等方
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(N*,垂直)擬等方
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(N*,垂直)擬等方
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★シクロヘキサン環の有無

関係ない

★カルボニル基の有無

関係ない

★環状構造

３つは必要？
分子長の関係

配向変化現象 ：
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配向変化現象 ：
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分子全長およびコア部位長の比較
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配向変化現象は、ホスト液晶の相系列、分子長、極性部位の特徴などとは
特段の相関性は見られず、コア部位の長さが関係している可能性が
示唆された。

コア部位どうしの分子間相互作用の程度が、配向に大きな影響を与えている。
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